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公安委員会定例会議(第30回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年12月２日(水) 

       午後１時30分 ～ 午後３時00分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 増田委員説示 

   新型コロナウイルスの感染拡大になかなか歯止めがかからない状況にあ

ります。しかし、どんなに先の見えないときでも必ず一筋の光はさしてい

るものです。 

かつて見たテレビのコマーシャルでは、京都の町を一匹の子犬が彷徨い

歩き、大きな木の下で雨宿りをし、雨が上がるとまたトコトコと歩き始め、

その最後に、「元気で。とりあえず元気で。みんな元気で」と呼びかけて

いました。皆さんにも同じ言葉を贈りたいと思います。 

   １９５０年から、アメリカのチャールズ・シュルツが５０年間描き続け

た「ピーナッツ」という漫画には、ビーグル犬スヌーピーが登場します。

飼い主の少年チャーリー・ブラウンは、残りの人生を犬を幸せにすること

に捧げると宣言して小学校を辞め、スヌーピーに好きなものばかりを食べ

させた結果、スヌーピーは獣医にかかる羽目になります。チャーリー少年

は、「幸せにしてあげようと頑張ったけど、うまくいかなくてごめん」と

謝りますが、スヌーピーは、「僕はとっくに幸せだったよ」と答えるので

す。 

   たとえ結果がついてこなくとも、一生懸命に取り組んでいれば、そして

お互いの信頼があれば、認めてもらえることもあるということではないで

しょうか。 

結果を残すことは重要なことではありますが、結果に至るまでの過程に

も目を向け、適切に評価をしていきたいものです。 

 

２ 決裁事項 

⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

総務室から、令和２年第29回公安委員会定例会議の会議録について伺
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いがあり了承した。 

  ⑵ 公安委員会宛て苦情申出の受理 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出の受理について伺いがあり了承

した。 

  ⑶ 公安委員会宛て苦情申出書に対する回答 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出書に対する回答について伺いが

あり了承した。 

 

３ 報告事項 

⑴ 令和３年愛媛県警察運営目標（案） 

    警務部長から、令和３年愛媛県警察運営目標（案）について報告があ

った。 

    委員から、「良い目標と思う。県民の安全安心の確保に向け頑張って

いただきたい」との発言があった。 

    委員から、「コロナ禍で社会が一変する中、未来を志向して考えてい

くことは大事である。しっかりと実践していただきたい」との発言があ

った。 

  ⑵ 横断歩道における交通事故抑止対策の推進状況 

    交通部長から、横断歩道における交通事故抑止対策の推進状況につい

て報告があった。 

    委員から、「横断歩道における取締りについて、しっかりと広報をし

ていただきたい」との発言があった。 

    委員から、「歩行者側に求められる、①横断歩道を渡る際の意思表示

をしっかりと行うこと、②前方のみでなく横からも視認可能な反射材等

を着用すること、などの事故防止対策も、浸透させていただきたい」と

の発言があった。 

    委員から、「高齢者事故防止について、家族への指導なども必要では

ないか」との発言があった。 

 ⑶ 損害賠償事案の知事専決処分 

   首席監察官から、損害賠償事案の知事専決処分について報告があった。

⑷ 飲食店営業を営む者に対する不利益処分に係る聴聞の実施 

   生活安全部から、飲食店営業を営む者に対する不利益処分に係る聴聞

の実施について報告があった。 
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 ４ その他 

   本部長から、「委員説示のとおり、我々の業務には、明確な結果が出な

いものもあるが、このような業務についても、適切な評価を行うことので

きる環境を作っていきたい」との発言があった。 

            以 上 


